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図1．LXHL-BW02白色LEDに1個のリチウムイオン・
バッテリから70%の効率で給電するLT1618
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はじめに
LEDは輝度を一定に保つため、DC定電流源を使って通常ド
ライブされます。ただし、ほとんどのDC/DCコンバータは
内部誤差アンプを介して帰還電圧を内部リファレンスと比
較して定電圧を供給するように設計されています。簡単な
DC/DCコンバータを定電流源に変える最も簡単な方法は、
センス抵抗を使って出力電流を電圧に変え、それを帰還信
号に使うことです。この方法の問題点は効率が低下するこ
とです。700mAでは1.2V（標準的リファレンス電圧）の電
圧降下で840mWの電力が失われます。１つの解決策は、
外部オペアンプを使って値の小さな抵抗の電圧を与えられ
たリファレンス電圧に増幅することです。これにより、コ
ンバータの効率は救われますが、部品とボード・スペース
が追加され、簡単なコンバータが複雑になり、コストがか
なり増加します。

はるかにすぐれたソリューションはLT®1618定電流/定電
圧コンバータを使うことです。このコンバータは従来の電
圧帰還ループと独自の電流帰還ループを組み合わせ、定電
圧/定電流DC/DCコンバータとして動作します。この非常
にコンパクトなソリューションには外付けのオペアンプが
不要です。IADJ（電流調整）ピンの、抵抗の設定を変える
か、またはPWM信号を注入して、通常動作時にLEDを調
光することができます。内部定電流アンプの正入力と負入
力の両方にアクセスできるので、コンバータの出力経路ま
たは入力経路のどこにでもセンス抵抗を置いて、入力また
は出力に定電流を供給することができます。両方の入力に
アクセスできないと、グランドを基準にしたセンス抵抗
か、追加のレベル・シフト用トランジスタか、またはオペ
アンプが必要になるでしょう。

リチウムイオン・バッテリ（3.3V～4.2V）
LT1618EDDは1.4MHzの定電流/定電圧昇圧コンバータ
で、熱対策された小型10ピンDFNパッケージで供給されま
す。モノリシック（内蔵）下側スイッチの最大ピーク電流リ
ミットは1.5Aです。これにより、携帯用やバッテリ駆動の
アプリケーションのために非常にコンパクトで高電流のソ
リューションが可能になります。

スイッチング周波数が高いので、入力コンデンサ、出力コ
ンデンサ、およびインダクタを非常に小さくすることがで
きます。

LT1618はVOUTとグランド間で負荷をドライブする高周波
数昇圧コンバータとして使われることが普通ですが、図1
に示されている、負荷をVOUTからVINに戻して接続する独
自の方法により、LT1618を使ってLXHL-BW02 1W白色
LEDをリチウムイオン・バッテリ入力からドライブするこ
とができます。負荷をVINに戻して接続することにより、
LEDの順方向電圧（負荷電圧）はバッテリ電圧が変化するに
つれ、入力電圧の上下どちらにもなることができます。こ
のトポロジーにより、SEPICやフライバックなど他の昇降
圧トポロジーで必要となる追加インダクタが不要になりま
す。

ここで使われている1個のインダクタは非常に小さく安価
なので、すべて小型のセラミック・コンデンサと低プロ
フィールのICによく適合します。負荷をVINに戻して接続す
ると、入力電流と出力電流の両方が加算されるので、イン
ダクタ電流が増加します。スイッチ損失が増加するので、
入力電圧範囲にわたるこのソリューション全体の効率は約
70%ですが、この効率におけるこのソリューションのコン
パクトなサイズと低コストに対抗するのは困難です。
、LTC、LTはリニアテクノロジー社の登録商標です。

他のすべての商標はそれぞれの所有者に所有権があります。
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図3．LXHL-PW09白色LEDに自動車用バッテリ
から70%の効率で給電するLT1618

図2．LXHL-BWO2白色LEDに2個のアルカリ
電池から85%の効率で給電するLT1618
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LEDはSHDNピンを接地するとオフしますので、入力また
は出力を切り離す必要はありません。

定電流センス抵抗（RSENSE）はわずか150ｍΩです。これは
320mAで約15mWを消費します。RSENSEはLT1618の正
入力ピンと負入力ピンに直接接続されてLEDの経路に置か
れ、VINに戻ります。LT1618は正負両方のピンにアクセス
できるので、この回路は簡素化され、小型になります。

2個のアルカリ電池による電源（1.8V～3.0V）
2個のアルカリ電池で駆動される図2の回路は、320mAの
定電流で1WのLXHL-BW02 LumiledsTM白色LEDを発光さ
せることができ、効率は85%です。1W LEDの順方向電圧
は標準3.6Vなので、2セルの入力電圧を昇圧する必要があ
ります。LEDをオフするために、入力切断スイッチが必要
です。照明の必要なハンドヘルド型のアプリケーションで
は、これは一般に簡単な押しボタンかスイッチです。入力
切断スイッチがないと、シャットダウン・ピンはICがス
イッチングするのを防ぐだけなので、依然としてインダク
タとキャッチ・ダイオードを通して入力から出力への電流
経路が直接形成されるでしょう。

自動車用電源（9V～16V）
センス抵抗の入力がフロートさせてあるので、DC/DCコン
バータ回路の、普通は負荷を接続しようとは考えないとこ
ろに定電流LEDを配置することができます。たとえば、
VOUTをVINに接続した昇圧コンバータのように見える回路
の入力経路に置かれたLXHL-PW09白色LEDを図3に示しま
す。実際、LEDの両端の順方向電圧降下により、VIN － VF
(3.6Vの標準順方向電圧)の入力が与えられるように見えな
がら、この昇圧トポロジーはVINの出力となるであろう電圧
を供給することができます。ただし、約70%の効率で
700mAの定電流でドライブされる負荷は白色LEDです。し
たがって、この回路は昇圧コンバータを使う降圧コンバー
タです。このトポロジーの１つの利点は1個の入力/出力コ
ンデンサしか必要としないことですが、LEDと入力/出力コ
ンデンサの両方から見えるリップルを制限するためにイン
ダクタのサイズを大きくする必要があります。この場合
も、SHDNピンを使ってLEDをオン/オフすることができ、
入力または出力の切断用スイッチは不要です。

まとめ
LT1618には多様な電源からLumileds白色LEDに定電流を
供給するのに最適な多くの機能が備わっています。
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